
　　　　　「古典教育改革への一祝点」

一チャーチル『わが半生』㌔ハッチンズ『偉大在る会話』を

　手がかりとして一

望　月　善　次

はじめに

古典教育の危機や行き詰りが叫ばれてか燃久しいa）か㍗秤叩ヒて・その影響する範囲

が段々とせばめられていることに触れなカミら「宗教に対して就的な加速度が働いて｛6）（傍

点筆老）と言ったのは、宗教学者の故岸本英夫氏であったが、今日この言葉はその重重古典教育の

上にあては重ろうとしている　　　　　　　　　　　　　＆）

　ごの隆路を切り開くものは何か。以下、私はまず、W個チャーチル（W亘n　s重on　Ohur　c　b亘い）

とR．M。ハツチニ■ズ（Robe　r　t　Maynard　Hu　t　ch三ns）の2人の著書における古典観を手

が舳として・古典教育改革への出つの視点を探りたいと思う・す肋ちチゲチル釘わが半卸

とハ・チンズ著『偉大在る会話悲）の二つの著書を手舳としてである・

I　チャーチル著rわが半生』の場合

　　r陰欝在夕暮れ、傷む胸」一これは決して恋愛小説中の文章ではない。これこそがチャーチル
　　　　　　　　　　　　（6）
が7才にして始めて入った学1校（センいジェームス校といった。その学佼は、彼自身の言葉に

　よればr両親が私の教育のために選んだ最もハイカラな且つ金のかかる学校」であった。）での
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
宿命的ともいえるラテン語との出会いの場面に続く摘写在のである。

　　これ以後の彼のEa　r　l　y　U　f　eの前半は、まさにこのラテン語との対決に苦しめられること

砿るのであ㍉、）例えば第2章（ハロ曲校）の冒頭でも・いかにも彼らしい文章でこの迦の事

情を次の様に綴っている。

　r第12回の誕生日を祝う問もなく、私は殺風景な試験界に入り塙爾後7ヶ年この中を旅すべ

き運命となった。」（9）

　このr殺風景な試験界」に於て、彼の前に大きく立ちはだかったものこそが、正しくラテン語

（やギリシャ語）であったのである。彼のハロー校へのお情け入学許可や塙留年1上級学校への

入学困難（サ；■ドハーストヘは3度受験した。）は、すべからくこのラテ；・語に由来していたの

であるo

　こうした事情を更に具体化するために、ハロー校入学試験時に釦けるラテン語との格斗振りを

やはり彼の文章によって遣ってみよう。

r私は重ず答案の上に名前を書き、つぎに番号1を書いた。それからずいぶん考えてからその

帥26…



;~]~ Vc(1) ~ I ~~~;~l~~ ~ ~~~j~* 7~~~(z)~~~~~ ~L~LVc~]~~ U7~ ~l ~ ~ U < ~i---'~;~~j U7~L~ ~~j~ 

4~IC~~~~;~b~L7~:*v> '･････ . J ~o) 

~L(~~~i7~f~~~~ < ~'-~_j~(z)j~~ b~~~ ~(z) 7f:/~~Vc~;~~~~~:~~{~i~~ ~ ~~4;kc~~i=.~~~~L ~ 

7 T :/~*. ~~ 1) ~/ ~ ~~~~-~f~~~c~j~~SiEi~~=1~-~~(z)~if~i'~~~ ~~~l~)~~~t ~~ ~ 7~~;~~:~ UCv>~(~) ~~fH~~B: -~~ * (1i~ 

(z)7~v>~~~~~7o ~. i~~~ b ~~~~j~~~. ;~~~!~~cS;~(,~:~~~~l(~ r~~~~~-~lJ ~c~~~:~~ j~7:/ 

~~~~ ( ~~ l, ~/ ~--~~~~F! ) ~~~si~3~~~~~ b . J~LO~~~{~v>~~ . 7~(~~~:. 
"* Li2f) 

~~> ~. ~~~~~~:-~~L(~-'-J~5~' ~~~i'~~c'~ ~ - 7~ ~ ~~ ~~i~(z)~~~:'~~~~>r~tf~L~~~~ ~ v>~j~~~~~i~~~~ ~ ~ v>;~ ~ 

~~:~:~~ ~ ~C(z)T~l~c~~*v･~~~;~ ~(*~~~b~~~.., v>)J~7~: UCv>7~ ~l ~ifc~;~~~~~i~~~~~~~; tr~~i* A* ~. 

~-A ~ ~~v> 7~:v>~--~b ~ . 

rl~:~~~J kj~. A~t(~i~c~~v> ~~~~ 7~~~~~~>b~~L~~. ~~ib~(~)~~~~Vc~~~-･+v>. rl~~~~ 

~~ ~~~~ 7:~ < ~ ~A~i~l(z)*4 ~;~ ~7~~v･(~)~~. J ~v> ~~~~:~* ~f~ -~)v~t;~,(~~~E:~v> 

~~1~~~~~~:~1~~1 L~. ~~k~~J~L_~~~=4~t~~(z)~~Vc~~;~ti UCv>~. ;~,UC ~(z) r~:~!;c~' ~ ~ ~~ ･"･･ J ~v> 

~~~;;~:~~. ~~L~･~f~~~~~c UJ~ ~ ~ ~~:v*~*~~~~~~~~=F~ ~~~;~~~~rcl)v>~c ~~ < ~l ~(z)tti~:b~t~~ 

,~(z)-~)7~(z)j~~. ~~~:~E(z)5~~~~~;~~v>~. (13) 

~ '+･･~:/~~ rf~)~l:~~~~~~~ (~~~~ 

~ ~ -~)+~~ ~r :/ ~lS~{~~i~~(Z)~;~~:~~ ~ ~l~~ ~~~ ~ ~~. ~S#~~{~~(~~i~~'~'~'~~~･+ .. ~ y~~~) ~ ~ . 

3 O ~t(Z)~~~~~ rC U~C vj7 ~~(~-(Z)~~*'.~: ~7~: ~ . ~~~~~~(~)~j~~C 2 O ~;~~~f ~ V>~~ ~V* ~ ~(Z)~~~{7:~~: 

=F~~~-~~t(~T~~tL-¥(~~~~{~ki. Xj~~~~ ~ (~~--~) ~. ~i~7)~. ;~(~~~~~; ~ ~~~~ ~~~ft~i~y~~i~~J~LO~~* U 

~~~~17~)(Z) r~~:~j~t~i~~(~)~~~~!~~ (Gr*_at Books of t~e Western World)(~54 

~~~~ ~ (~~~VC~~ ~~~ ~ ~j:~. ~ < (~)A~t･'~~(Z)-~~y~~-(~);~i~.V> ~CEE_~I1~~~tL~ ~'-~~ ~ ~ . 

E~~b~:~!~~~~~~~~~ < . ~(~) ~~~~C~~~~L(Z))~~~~~~ (~:5 4~~~~. ~~~~lfC~~IfJ~ r~~~~J ~V> 

~)~L~ ~(Z)~~~C;~~~V>,~'--. ~(Z)~--~~. ;~(~~~~~t~~~~~(Z)~~~ ~(Z)-*c~~)~~ . I~7~b~~~ l~~~~. ~ ~ 

~~~~ b ~)Iff;~ ~f~)~~:~~~~~~~ I~~ ~ . ~~l~t~(~~~~(~)C~.*~i~-(Z)~~(Z)~~~~j~~~~:~~~~~:~C 

V>~. ~: 2~~~ J~ Cf~~ 3 ~~~j~~c~(Z)~~J~"~~ ~~* ~~ 4~~~･ ~;~~'L~j~1,(~).~!~*.~~~~~~~l] ~ ~~ ~ . ~~ 4~~ 

(~)~~--- ( Homer ) ~･b~~~{:(~) 5 4~(~)~7 *4 h ( Sigmund Freud) VC~~~--V>~. 

~~~~ ;~[),~:T~~(~~S:~~IfC5~f~~~~j~~~~. J:~~~)~Q < ~i~ 1~~~~~* ~(~;~~7~~~-' ~~{:~ (~)~~~~~~~lf~1 UO 

~)~!~~~ ~7/'~~"~)~Q < 7~~ ~. 

~~~(Z)(~~~~~~ ~~j~~~:~l~~~~(~'~c-~~:~~~~ ~ rGrea t Cove r s a t i on (~H~VC~;~~(Z)~--

~~. J ~~~-~l ~(Z) rc A=~S) ~>~7:~~)C~:~!~ ( Gr e a t Book s )~~t~~;b~)~~i~XB~~1;~(~) 
(14) 

~(Z)~:--~)~. J ~v.~;~~. ;~~L~t.r~l~L~(~~~~7j~i;7/"J~iV~f*~~~~~~~f~H~~~i~~+ UC~~l' J (Z)~--~ ~ 
(16) (15) 

/-'**F{Vc~~v>C ~ r~)~~~)~L(Z)'~~k･_=~~･',~)~L~~~1~~~~~~~~~l~~f~~~~J 7~~(Z)~~)~. 7~,'-~>b. ~l 
(17) 

(Z)~;~:7~~~~T~~~ifC ~~ ~~~=~~ ~~:~~~~ r~~~=~:~:(~Af*~Vc ~ - C~~J::J (~)~=F~~~~ ~ . ;~~~1,~t r~~~C' 
(18) 

~ ;~(Z)~:=F~ ~~~xlf~ ~~L~~~~~J19) VC~~ ~ ~ ~ ~~=F~} (~} ( ~~~~~~l~~?~l~llD~l~~ (Z) ) ~1~~~:~ (Z)~:~~ 

~27~ 



るo

店典」は、現代二つの挑戦をうけようとしている。つ重り専門化と科学化という挑戦をである。

しかし、r専門化は〔偉大なる会話〕を無用なものにするどころか不可決在ものとする」　ので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
あり、（実験）科学の勃興も〔偉大在る会話〕を無用在ものとはなし得ない。何故なら憎実は、

実験科学さえもがこの偉大なる会話の「そのプ士老からである・

それ故「すべての人が受けるべき教育があるとすれば（申路）大著述こそその教育の中心と在

るべきもの拙のである。しかもそれは・靴学校教育の段階のみ峨定されるべきものでなく

「すべての成人が生涯を通して愛読すべき拙の在のである・

　この様なハ。チンズの古典への態度にくどくどした解説は要し重い。彼は重さしく古典派の巨

頭なのであるo

　さて、以上チャーチル著『わが半生』とハ・チンズ著ゼ偉大在る会話3の二つの著書における

古典についての考えを略述した。この相反するともいうべき二人の古典観の意味するものは何か。

以下の章に拾いて言及したい。

皿　r古典」の定義

　　チャーチルとハリチンズの古典観の意味するところを明らカ・にする作業を㌔重ず今重で極めて

醒味に用いてきた「古典」という言葉の吟味から始めていきたいと恩う。

（1）辞書的定義

　　　講橋轍次著『大漢和辞典』によるとr古」とr典」とのr解字」は次の如く在るという。

　　r古」：会意、口と十との合字、前代のことを次々語り伝えて十代を経たるを古といふ。故に

　　　　　　十と口とを合せてその意を表わす。伽）

　　「典」：会意、1閑1とηとの合字。材は書、兀は物をのせる台。五帝の書は尊ぶべきものである

　　　　　　から台上にのせてこれを尊置する意。故に五帝の書をいふ。叉五帝の書ぱ、人の行の

　　　　　　範とすべきものであるから、法の意に転用する。（鴉）

従つて「古典」とは〔「古」十「典」〕であるか包）同じく諸橋氏肌ば次の様醍義する

ことができるo

①古の法度、昔の制度

②古の大切な書物・古代の典籍。古代に行なはれて後世の模範となる書物。我が国の神典1

　中国の経書’希蟻1羅馬の遺書の類。（η）

　この諸橋氏の定義は・多くの国語辞典などの足義ともほぼ似通っている　　従って一応この辺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釦）
りを「古典の辞書的定義」と呼んでさしつかえないと恩われる。（29）
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（2）国語科に拾ける「古典」（30）

　　さて、（ヱ）に春けるr古典一般」への辞書的定義を本論の直接の対象であるr国語科における古

　典」の場合とひき比べてみればどう在るであろうか。以下略述したい。

　（イ）辞書的定義との関連

　　　国語科に拾けるr古典」とは、前述した諸橋氏の定義によれば、②に、又注（28）で掲げた

　　ボ日本国語大辞典』の場合でいえば②及び③に相当するもの（（1）参照）であることに異論はな

　　いであろう。つ重り、国語語における古典の意味は、派生的に生じたという法制的意味を除外

　　した文字通りの〔r古」十「典」〕であるといってよかろう。

　　　叉、英語辞典の定義などを援用して〔（古二〇l　d）十（典二〇f　t　be　f　i　r　s　t　c　l　a　s　s、

o〕heい・be・いa・k・「’m…ta・c・：・・・・・・・・・・・・…1）占。）

　などという図式を作ることも可能であろうo

（→　地理的視点

　　国語科でとりあげるr古典」とは、言うまでもなく日本（及び中国のものの一部）である。

　従ってそれは、筐界的視野での古典のその一部を形成するものであるといえるであろう。

い　原典の取り扱い方

　　古典に拾ける原典の取り扱い方には二様あるo原典をそのま重読むやり方と、それを現代語

　化、もしくは（読む当人からすれぱ）自国語化して読むものであるo国語科に拾ける古典は、

　その重心を主として前者にあくものである。　（つまり本論ではr漢文」に券ける原典取り扱

　いの二重屈折性にういては詳述することを一応保留するo一注30）

⇔　重　と　め　　　　　　　　　　　　　　　■

　　以上を簡単に重とめてみるならば、国語科に拾ける古典とは、次の如く定義づける1二とがで

　きるであろうo

す在わち　①　地理的には日本（叉は中国の一部）のもので勘

　　　　　②時間的には古いもので（r古文」の場合は江戸時代重でのものをその慣例とする。）

　　　　　③規範（評価）的には、すぐれた第一級のものであり

　　　　　④原典の取り扱いの上からは、その重重読むことに重点を拾いたもの

であるとするごとができるであろうo

W　古典の定義の上からみたチャーチルとハツチニ・ズの古典観

　　前章に拾いては古典の辞書的定義から始責って、国語科古典の定義に及んだ七けであるが後者

　で得た4つの視点からチャーチルとハ。チンズの古典観を分析し併せて国語科古典との比較も試

　みてみたいo

　①地理的視点

　　　地理的観点から考えると、両者の考えていた古典は共に西欧のものである。勿論厳密にいえ
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　ぱ同じ西欧といってもチャーチルのそれぱ、圭としてギリシャ唖ローマを中心としたものであ

　るし、ハリチ1・ズのそれぱ欧米全体に及ぶ遮のである。しかし、ここでは、両者の古輿観は

　（言う咳でも在いことではあるが）地理的視点からば、国語科古典とは異在っていることを指

　摘するに止めたいと思う。

②時問的祝点
　　チャーチルの場合はギリシギローマ時代が中心であるし、ハリチニ／ズはホーマーからフ鯉

　イトに及んでいた。その時問概念はチャーチルの場合には既に固定して教授者から一方釣に与

　えられている時問概念であり、ハ・チンズの場合には、自らの選択が働いている時聞概念だと

　いうこともできよう。国語科古典の場合も、例えばr古文」などで帖上述の如くr江戸蒔代」重

　でをその慣例としていることは、この意味でも検討を要すると思う。

③規範（評価）的視点

　　チャーチルの場合これを余り問題としないし、ハリチンズに拾いては、この点こそが正しく

　問題であったのである。（国語科古典の場合ここにこそ問題があろうとするのは後述の如くで

　ある）

④　原典の取り扱い方

　　チャーチルの場合は、拾そらく原典その重重を読んだのであろうし、ハ岬チンズの場合は原

　典にぱ拘泥していない。国語科古典は勿論チャーチルの例に近いといえるであろう。

さて、以上国語科古典の定義による垂つの祝点から、チャーチル刮ハ。チンズの両者を比較した

のであるが・ここでその古典観の鮎が以上の4つの視点の上か断鵬った帆ついて意見を

述ぺたいo（32）

私としては、チャーチルの古典は②の時聞的古さの上に、ハリチ；・ズの場合は③D評価的表もの

の上にあるのだと解釈する立場に立っ。

　従って上述した〔r古典」＝r古」十r典」〕という図式を用いる在らぱ、チキーチルの重心ば

「古」に、ハΨチンズのそれは「典」にあったのだといってよいであろラoそして（私流の解釈で

ぱ）「古」に傾いたチキーチルが古典を毛嫌いし、r典」によるハ・チンズがそれを重視するのば滝

（そこに両者の個人的資質や性向が大きく作用しているとはいえ）一つの大養在示唆を含んでいる

様蝸わ沽つ払これからの「古典教育」は「古」から喚」へす衰わち〔戟る「吉樹
では在く・〔真のr古典」〕へのアプローテを増々要請されてくるのではある重いか、というの成

チャーチルとハリチンズの著書を通して得た私の結論である。実際古典教育改革への試みば滝着麦

と積み上げられつつある倫）これらの多くは・こうした／r古文」から晴典」へ〃〕の視点を事

実として含んでいると私は考えている。

V　結びに代えて；　古典教育改革への具体例一　r古典科教師論」に集約して
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　第駆章に巻いて、チキーチルとハ田チ1・ズの古典観を分析することによって、古典教育改革は

〃r古」からギ典」へ彬すなわち〃単在るr古文」から真のr古典」へ〃という方向をとること

によって成さ丸得るのでば在いかという視点を得たo

　それでは、その具体的方法としてはどういうものが考えられるかを、以下（主としてr古文」の

場合を申心にして）r古典科教師論」に集約する（つ重り教材論画学習者論からの視点は一応保留

する）形で、三つの例をあげ併せて本論の結びとしたい。（蕊）

（ヱ）古典教材の発掘

　　〔沽文」からr古典」へ〃〕というのが古典教育改革の視点である在らぱ、古典科教師て

　とって、重ず必要在ことは、その扱う教材がどういう意味に釦いて第一級であるのか、す凌わ

　ち、どういう意味に拾いてr古典」であると呼び得るのか、ということについて常に格斗する

　ことである。この格斗こそが、古典科教師の生命在のだから、教師は、自分自身の責任に拾い

　て古典教材を発掘しようとする’位の気慨を常にもたねば在る重い。

　　r古文」の例で言うならば現行の如く、援例的にr江戸時代重でのもの」であるとか、更に

甚だしくr（古典）教科書に収録されているもの」というのでは、．いかにも寂しい。

　　これらの点については、古典科教師は既に昭和36年という時点に拾いて桑原武夫民から挑

戦状をつきつけられてい樹であるが・今眈の挑戦状に真剣に立ち帥必瓢増友大きく

表っていると言わねば在ら在いだろう。

（功　世界的視野からの見直し

　　沽典」の存在ぱ、勿論日本だけのことではない。叉その原典への接し方にも二様あること

　は上述した如くである。従って世界的視点から日本古典（及び日本古典化した申国古典）の意

　昧するものを再吟味し、その成果をふ重えて教授方法を考えていかねば在ら漬いだろう。

鋤論の立場から言えぱ・多くの人の提言の如餅較文学と鯛（古典）文学研究の成果

とを重ね合せることや・文化人類学の成餅どから積極的碑んでいくことが必要であ軌

叉、国語教育論の立場からいえば、作文教育の分野においてぱ、既に野地潤家氏編による大作

碓界の作文教鴨がある松こ脈学んで古典教育の分野陣いてい世界の換教育」

ともいうべきものを積み上げていくことが必要となるであろうo

（3）古文（や漢文）を書ける教師

　　ゼ古輿」がすぐれたものであることを判別するためにぱ、教師にそれを見抜く力がなくては

　なる重い。それへ至るアブローチとして見落されていることの一つは為教師自身がr古文」

　（やr漢文」）を実際に書いてみることであろう。こういう視点の必要性については、すでに

　至9μ年という時点で吉州幸次郎氏によって指摘されているところでもある。

　　ほた、かく真塾な読書を果すためには単に外国人の文章を読むだけでは不十分である。自
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かの議論が聞かれてから既に久しい。

　○　吉川幸次郎、桑原武夫r日本の散文と精文精神

　　　〔『国語教室』筑摩書房　S39－2月号〕

　○　ヅンポジウムr古典」教育にあける漢文

　　　〔『国文学　言語と文芸45』　大修館書店　S，41〕

（4）W　Church　i1l，　My肋r　l　y　L1fe，London，1930＝中村裕吉訳『わが半生』

　角川書店　S40

（5）　R旧M由Hutclユ三ns，　Great　　COnver　sa宜亘on　　Ohicago，　London　and

　To　r　on　t　o，　1952’＝田中久ト訳、『偉大なる会話』　岩波書店　1956　〔後述する如く

　これはG－reat　Books　of　the　WestornWorld全54巻の第1巻に当る。〕

（6）（φP21

（7）工b，　P19

（8）　もっともジェームズ校を退学したユ883年（チャーチル9才）からハロー校入門咳での3年

　間はごの例外に属するo　（I　b．　p貝2＾3～24）

（9Ib．　P，25

（10）　二1二㌧　　　pp．25～26

（u）工b．　P．34

（工2）ラテン語やギリシャ語が日本でのr古典」に相当するカ否かはr古典」の定義にもよる。古典

　の定義の問題は、第w章に釦いてとりあげるので、こごでは、ラテン語学習在どば、むしろ我が

　国でのr外国語学習」に相当するのだとする渡部昇一氏の場合を挙げるに止めたい。○f。平泉

　渉垣渡部昇一『英語教育大論争』文芸春秋社。S．50　p．44

（13）勿論、この際チャーチルが一流の人物であったことはr古典ができ在かったから」（傍点筆者）

　ではなく「古典ができ在かったに毛拘ら寺」（傍、韓老）であったかもしれぬという祝点を忘れ

　てはなる言い。又この聞の事情は、一人の人問に拾ける長短をどう考えるかに関連する。
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　且つ、こういう毒情は、学校教育に拾いても各教科に共通することであって栖一人r古典教育」の

　場合のみに限定すぺきものでは無論ない。

　　O　f抽稿・r国語教育に拾ける巨視的祝点」

　　〔『国語教室』　青玄会　S画52－2月号〕

（14）（旬P圭106

（15）Ib．　P．107

（16）Ib．　パ08

（17）Ih　P，107

（18）工b．　パ27

（19）I㌧　パ27

（20）工b，　皿143

（21）亙b一　皿155

（22）Ib．　Pぎ170

（23）I㌧　旦171

（泌）諸橋轍次『大漢和辞典』巻二　大修館　S畢3五　p固724

（25）工b，　PP芭99～100

（26）国語教育におけるr古典」をやばりこうした〔r古」十ギ典」〕というと観点から説弱をばじ

　めているものに次のものがあるo

　　白石大二他編『国語教育辞典』　東京堂　S．25　pP12王6～2王8

（27）（24）P帖735

（28）因みに代表的国語辞典の一つである『日本国詰大辞典』巻8（小学館　S曲填9　p笹260）の例

　をあげると、「古典」の定義は次の如くなっている。

　①　古くからの法式、いにしえの典礼

　②古い典籍、昔の経典

　③　すぐれた著述や作品で過去の長い年月にわたって多くの人々の模範となり、書た愛好されて

　　きたもρ。

（29）諸橋氏在どの定義にL　S。エリオ・ト（Tho㎜as　S重eams酬孟o言）　などの古典観

　を重ね合わせるならば、「古典一般」への間題点ば殆んど出そろうとも思われるが噛本論ではそ

　の点重では論及しないo

　T・S厨E　l　i　o　t里”Wha　t　i　s　a　O1as　s亘c？ガ　（互944）　豆双h鋤虻

　Kermode　（ed）　S＝；e－e．cted　Prose　of　T曲S宙E置亘o言理見ondon　王975

　pp．　115～131

（30）国語科に拾ける「古典」には、「古文」及びr漢文」が含重れている拭本論でば、主として
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r古文」．をキ心としで言及することとする。つ重抄、本議では隅語科に奮ける古典」をその一

応の視野に収めながら滝その重心を暗文」の預豚釦くものであるO

（斑）」ザ古典」に相当する英謡のむ童aξ§卓cのO画遍曲D（盟苗廼46？）の定義による。従っ

　て厳密に言えば〔典：C夏aSS量C〕では勿論在い。

（盟）例えぱ飽の観点の一弼としてチャーチルの吉築鐸を言語釣（文法的〉聾ハ岬チンズのそれを文

学鯛想敵岬とす坤点を綻するこζカ1できるであ狐紙本論猟瀦をそうい

　う視点から取りあげているのでは在い。叉そういう場合に吉畢教育に券ける（言語的文法的文

　学的恩懇釣）在どという図式を考えているρでは勿論凌い。

　　飢西欧の吉典教育の果し走拉置に？いて1ま次の論を参照されたい。

　　　長亀十三＝r母霞語教育恩慈の成立j　〔罫教育学全集5　言語と思考遂、4学鎧聾蝸δ8）

（謁）この意昧からも危機をさけばれている吉奥教育の日本灘系凌ものの教科名カ汀古文」であるこ

　とぱ極めて象徴酌浸事実であちう。

（諮）増潟垣書ギ古文教育の方法」〔増瀦垣書他編釘高等学較国語科教育研究講座（眺

　有精堂　s，逸9　帥画盈～王2）

（鏡）吉典科教師論は勿議…教師論一般の擬点をふ重えて論及さるべきであろうが辛ここではそうした

　視点を一応保留し噛以下極めて羅列的に述べるにすぎない。筒私自身もこの閏題については滴飽

　のもので些かは触れている◎

　　摘稿「現代教師論ノート（一）～（三）〔ポ野火亙8号～20号3戸石光編　S．μ）

　　摘稿r国語教育に参ける巨視的視点」上掲書（註夏3）

（艶）桑原武夫隊材論」〔岩波講座現代教育学6　言語と教育U所収岩波書店　S．36

　即333〕
　又為増瀦氏の上掲論文（注（亙））にも同様衣叙逮があるし（岬宙2梅3）鰻を言語学の方に

　転ずれぱ盈。ヤーコブソン（蜘醜遡J砧oもs　o湿）終もこの延長纏上を（あるといってよい発

　言があるo

　洲凄k．b、。汲理蔀Cl。、1巫蟹。1．1搬簸1．1卯・山・l1・・棚P・e宜量CS
　　量汲　丁司A掴S　e　b　e　o虻　（竈d。）　S童y置e　量奴見』藪服墜繊a　g8　（Ne解Yo星虻　夏960）

　ロマーン囲ヤコブソンr言語学と詩学」〔川本茂誰監訳罫一般言語割所収　みすず書房

　亙973り186〕
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（37）例えぱ　増淵恒吉r古典教育」

　　　〔『国語学辞典』　東京堂　S．30彗S．37訂正版　pp由μ8～449〕

（38）例えば平安期の「古典」を読む際に欠くことの出来ぬものの一つぱ、当時の婚姻制への知識で

　あろう。こういう面に拾いて、我が国の高群逸枝氏などの業績と共に文化人類学の与えてくれる

　ものは極めて大きい。

　○打高群逸枝全集』全10巻　理論社　S，41～42

（39）野地潤家論唯界の作文教育』　文化評論社S149

（40）吉川幸次郎r外国研究の意義と方法」1944　〔晴川幸次郎全集（19）』所収筑摩書房

　　S．44　　pP・94～95〕

④）このことは、氏の（国語科）教師論の申核をなすものの一つで、活字となっているもので示せぱ

　次の如く在るo

　　　　　　　　〔研究は教師の資格〕

次に教師の研究ということについて考えてみたいと思い重す。私も及ぱず在がらいろんなことを研

究したり、発表したりして重いり重した。皆さんも重たそうでいらっしゃろうし、これからもそう

だと思いますが、私は教師の研究というものは、ほかの人達の研究とは違うものであると思い重す。

研究をし友い教師は、どうも教師の資格があぶないと思い書す。少しでも伸びてい～二うと切に願い

そのための苦しみと楽しみを忘奴し重っては、少年の友では在いという気がし重す。

　　ですからほかの場合は、研究の成果がよく在ければその研究はあ重り価値が在いと思いますが、

教師の研究の場合は結果が良くても悪くても㌻そんなことは第一義的在ことではないと思うのです。

いかにつたない研究であっても、また、あ重り人に認められ在いよう在研究であっても研究してい

るということ自体、教師の資格では在いかと思い重す。」

　講演「生きた場（実の場）にすること」　於広島大学教育学部国語科光葉会　S．37「u

　　　〔大村は書r国語教育の実際』共文社　S，48　pp画130～131〕

　〔その他の参考文献〕

『岩波講座　現代教育学7　言語と教育』　岩波書店　王961！

倉沢栄吉、野地潤家編著　『現代教科教育学大系　2　言語と人問』　第一法規　S49

倉沢栄吉編著　r教育学研究全集　情報化社会とよむことの教育』　第一法規　S苗51

増淵恒吉他編　『高等学校国語科教育研究講座　L9塵五〇身u苗ヱ2』　有精堂　Sメ9～50

荒木　繁　『文学教育の理論』　明治図書　ヱ970

紅野敏郎他編著　幅語科教育法演習』　秀英出版　S．47　、

熊沢　竜他編　岬学校何高等学校　国語科教育法』　桜楓社　S，48
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教員養成学部研究集会　国語教育部会　『国語科教育の研究』　金子書房　S専41

全国大学国語教育学会編　隅治図書講座　国語教育の改造　I　本質と課題の研究』

明治図書　1968

中央教育課程検討委員会報告　ザ教育課程改革試案」

　〔ポ教育評論　5固6月合併号』　日本教組員組合王976〕

「教育課程の基準について（審議のまとめ）」　〔ガ文部広報第635号』　文部省大臣官房

　S51壇王O硅豆3〕
増淵垣吉理松隈義勇編　『高等学校蓼学習指導要領の展開　国語科編』　明治図書　ユ97ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔以　　上〕

　　　　　　　　　　　　（もちづき　よしつぐ　画東京教育大学’大学院）
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